
九州工業大学の近況（～2021.8）について 

（１） 本学学生と東海大学の合同チーム「Ultra_Bot」が FPGAデザインコンテストで優勝 （p-1）
・10.23～24 第 10 回 相磯秀夫杯 FPGA デザインコンテストにおいて、本学大学院 生命体工学研究科と

東海大学情報通信学部の学生が結成しているチーム「Ultra_Bot」が出場。初出場ながら優勝という快挙

を成し遂げた。 

（２） 本学学生がYahoo! JAPAN主催の「Digital Hack Day 2021」で 2つの特別賞を受賞 （p-2）
・10.10 Yahoo! JAPAN 主催「Digital Hack Day 2021」の決勝が東京で行われ、本学学生プロジェクト

「飯塚未来開発」メンバーの西野 颯真さん(情報工学部 情報・通信工学科 3 年)、村田 哲一朗さん(情報

工学部 2 類 1 年)が、「LINE Blockchain Developers 賞」と「Mapbox 賞」をダブル受賞 

（３） 令和３年度 10 月入学（式典は中止）      
・55 名（大学院博士後期課程 26 名、大学院博士前期課程 29 名）※うち留学生 21ヶ国 47 名 

（４） 令和３年度９月 学位記授与式                   （p-3）
・9.24 ＠戸畑キャンパス百周年中村記念館 

・56 名（大学院博士後期課程 29 名、大学院博士前期課程 27 名）※うち留学生 20ヶ国 49 名 

（５）UPMと E-mobility programを実施                      （p-4）
・9.6～17（2W） マレーシアプトラ大学(UPM)と E-mobility program をオンラインで開催。テーマは「持

続可能な開発目標(SDGs)に関するプロジェクト」。UPM 学生 45 名と、本学演習科目「国際協働演習」

を受講している 42 名が参加。

（６）Hibikino-Musashi@HomeがWorld Robot Summit 2020 優勝   （p-5）
・9.9～12 “World Robot Summit 2020”が Aichi Sky Expo(愛知県国際展示場)で開催され、本学大学院 生

命体工学研究科の学生が中心となって結成しているチーム「Hibikino-Musashi@Home」が「World Robot 

Challenge, Service Robotics Category, Partner Robot Challenge (Reals Space)」に出場し、優勝。経済

産業大臣賞と副賞として優勝賞金 500 万円が授与。2018 年に東京で開催されたWRSのプレ大会での優

勝に続き 2連覇達成。 

（７）男女共同参画事業の一環として「学内出前講義&職場訪問」を実施      （p-7）
・8.4、8.5、8.20＠戸畑キャンパス   

・8.12、8.19、8.23＠飯塚キャンパス 

・本学では、男女共同参画事業の一環として小学校の夏休み期間中に「学童保育」を実施してきたが、今

年度も昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、中止。学童代替支援策として、「学

内出前講義&職場訪問」を実施。 

（８）『衛星FUTABA』の完成披露会を開催                  （p-9）
・8.14 本学の学生プロジェクトチーム「衛星開発プロジェクト」が 2017 年から開発を行ってきた「衛星

FUTABA」の完成披露会を報道関係者の方々を対象に開催。FUTABA は 2021 年度中にロケットで国際宇

宙ステーション(ISS)に運ばれたのちに、日本の実験棟「きぼう」より放出される予定。 
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（９）大分県副知事御一行がスマートライフケア共創工房を訪問          （p-10）
・8.6 大分県の黒田副知事御一行が、厚生労働省の「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォー

ム事業」のリビングラボ拠点であるスマートライフケア共創工房を訪問。今後、大分県も介護ロボットな

どの開発に一層力を入れていき、本学と連携関係を構築していくことで意見が一致した。 

（10）「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(リテラシーレベル)」に認定     （p-11）
・8.4 内閣府、文部科学省及び経済産業省が創設した「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(リ

テラシーレベル)」に認定された。(認定の有効期限:2026 年 3月 31 日まで) 本学の教育プログラムでは、

低年次から高年次まで用意されている基礎科目・専門科目、さらに演習・実験科目の履修を通して、数

理・データサイエンス・AI の知識を様々な専門分野へ利活用する能力を身に付けることができる。 
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